
『逃げた雄鶏』試論

一一太陽のイメージ一一

豊国 孝

f逃げた雄鶏J， The Escaped Cock は1929年にパリの Black Sun 

Pressから出張された Lawrence最後の中編小説である G 1 その後1931年

に出版された Secker販と Knopf版では， Ii死んだ男J， The Man Who 

Diedがタイトルに用いられ現在に至っているが，それに対しては，とくに著

者の承認はなかったと考えてよ L、02 Lawrenceが Volterraのある庄で，卵か

ら抜け出ている白いおんどりの玩呉を見て，小説の題名にしたという乙とであ

るo3 したがって，本稿では GeraldM. Lacyが編集した『逃げた雄鶏』

のテキストを用いる乙とにする Q

f逃げた雄鶏j には，ある面で反キリスト教的主張があるにもかかわらず，

高い評錨を与えている批評家が少なくない。 MarkSpilka ，ま. fLawrenceの読

者に対する最後の遺産であり，その詩的意味において，設の作品中最高の成果

であるJ4と賞護する。 ChamanNahalは，乙の小説を f完壁な着想、と完壁

な表環をもっ芸術作品J5とし， F. R. Leavisや GrahamHoughといった

高名な批評家が，乙れを無読した乙とを批判している o Eugene Goodheart 

Cf. D. H. Lawrence，“A N ote on the Text，" The D.宝cαpedCbc九 ed.
Gerald M. Lacy (Los Angeles: Black Sparrow Press， 1973). The 
EscapedCockの Part1は192，ま年に TheForum誌により出寂された。

2 Ibid. 

3 Harry T. Moore， The Intelligent Heart， The Story 01 D. 1L Lαwrenr 
ce (Harrnondsworth: Penguin Books， 1955)， pp. 448-449. 

4 Mark Spilka， The Love Ethic 01 D. H Lαwrence (Bloornington & 

London: Indiana University Press， 1955)， p.219. 
5 Charnan N ahal， D. 1L Lαωrence， An盈1.SternView (South Brunswick 

& New York: A. S. Barnes & Cornpany， 1970)， p. 216. 

(245 J 
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も f死んだ男J，ま Lawrenceの「最後の時期の傑作J6であるという。 Frank

Kermodeは，乙の作品が rLawrenceの短編小説の中でもっとも完壁なも

のJ7とその芸術性を高く評価する o Larry V. LeDouxは. r死んだ男jが

「古い神話と新しい神話を創造する芸術作品における，芸箭的，神話的想像力

の最高の勝利JBであると述べているG

包 f逃げた雄鶏j は その芸術性と詩情と神話性iζ対して批評家から高い評舗

を受けているといってよし、。筆者は f逃げた雄鶏j を乙の作品のもつ象徴的，

神話的意味，特に繰り返し用いられる太陽のイメージに焦点をしぼって升析す

る乙とにする。太陽のイメージは乙の物語のテーマと密接に結びつき，作品の

芸続性を高めていると思われるからであるo

1 

F逃げた雄鶏』は，エノレサレム近くの田舎に住む百姓夫婦が手に入れた誇

り高い雄鶏の描写から物語が桧まる。百姓によって縛られたおんどりが，その

ひもを切って逃げたのとまさに司じ時K..r死んだ男j はその長い眠りから自

を覚ます。

At the same time. at the same hour before dawn. the same 

morning， a man awoke from a long sleep in which he was tied 

up. He woke numb and cold， inside a carved hole in the rock. 

T，hrough all the long， long sleep his body had been ful1 of 

hurt， and i t . was still full of hurt. He did not open his 

eyes. Yet he knew that he Was awake， and numb. and cold， 

and rigid， and full of hurt， and tied up. His face was 

るandedwith cold bands，主islegs were bandaged . together. 

Only his hands were loose. 9 

6 Eugene Goodheart，宝~e .Utopiαn Vision 01 D. H Lαwrence (Chicago 
& London: University of Chicago Press， 197'1)， p. 149. 

7 Frank Kermode， Lαwrence (Fontana: Collins， 1976). p. 137. 
B Larry V. LeDoux，“Christ and Isis: The Function of the Dying 

and Revi ving God in The Mαn Who Died，" The n H Lawrence Review， 
vol. 5 (Summer 1972)， 132. 
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きょうかた"(}:b

経峰子を着た男が目ざめるのは，太陽が昇ろうとしている夜明けである。彼

は吐き気をもよおすような幻滅惑に襲われながら，エルサレムの町をのがれ

て，田舎に向ってゆっくり歩いてゆく o 夜明けに男はオリーヴの木，その下で

うなだれたように咲いているアネモネの花，青々と育っている麦のそばを通り

すぎてゆく c その時彼は百姓の家から逃げてきた雄鶏のかん高い鳴き声にはっ

とし，鶏を追七、カ亙けてきたE姓と出会う c

赤いとさかと黒とオレンジ色の羽をしたおんどりは， r男性らしさJや F豊

能JI0のシンボルであり，救世主キリスト，“Cちrist" とも関連のある鳥で

あるo さらに，雄鶏は f再生J，r夜明けJ，つまり f太陽の再生j も象徴し，

また fキリストの誕生を予告した最初の動物Jllとされている。いわば，雄鶏

は太陽そのもののシンボルといえよう c

死んだ男がすぎてゆく田舎に生えているオリーヴの木は，オワンピアのへラ

クレス，“Hercules"の野生のオリーヴの木であり，ギリシアの太揚神アポ

ロ“Apollo" とも関連をもった木である。オリーヴは「平和J，r豊鏡J12を

意味している。アネモネの花もギザシア神話と深い関孫をもっ花といえるc ア

ネモネは美の女神アフロディテ，“Aphrodite" に愛された美少年アドニス，

“Adonis"の血から咲いたとも，アドニスの死を悲しむ女神の涙から生えた

ともいわれている。13とくに，乙の花は小説のテーマ一一死と再生ーーと密接

につながっている。

非業の最後をとげた人間の生命は樟物において継続しているo

-すなわち，人間の生命は完全に泊滅してしまわない限りは，

それが製造したり，あらわれ出たりする可能性が，すべて泊尽し

日 D. H. Lawrence， The Escαped Cocえ ed. Gerald 五ιLacy (Los 

Angeles: Black Sparrow Press， 1973)， p. 15.以下，本稿における引用頁は，
乙の販に依る。

10 Ad de Vries， Dictionαry 01 Symbolsαndlmα.gery(Amsterdam & London: 
North-Holland Publishing Company， 1976)， po 104. 

11 Ibid.， p. 105. 

12 Ibid.， p. 349. 

13 Ibid.. p. 14. 
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てしまう ζ とはない。人間の生命が非業の死によって突如として t

中断された場合，生命は植物，花，実といった別の影をとって生

きのびようとするのである。 14

麦もまた大地の女神や「聖なる王J，' "8acred King" 15と関連のある植物で，

エジプトの太援神，オシリス，“Osiris"の屍体からは小麦，撞物マアト，

あらゆる種類の薬草などが生え出た。16麦は「農耕J と「豊鏡J17のシンボル

でるるロ死からよみがえった男をとりまく岳然、は 木も草も花もすべて決して

「死ぬ乙とのない世界」を表わしており，青々とした麦は自然界の永遠性の

象徴という乙とができるo

おんどりの持ち主である百姓夫婦ιかくまわれた男は，太陽の光の中に身を

横たえて，体が田復するのを待つ。

80 he let them be， and the peasant went away with the 

ass. The sun had risen bright， and in the dark house with 

the door shut the man was again as if in the tomb. 80 he 

said to the woman: 

“1 would lie in the yard." 

And she swept the yard for him， and laid him a mat， 

and he lay down under the wall in the morning sun. There he 

sa w the first green lea ves spurting li主eflames from the 

ends of the encolosed fig-tree， out of the bareness to the 

sky of spring above. But the man who had died could not 

look， he only lay弓uitestill in the sun which was not yet 

too hot， 'and had no desire in him， not even to move. But 

he lay with thin legs in the sun， his black， perfumed hair 

14 Mircea Eliade， Traite d'Histoire des Religions (Paris: Payot， 1968)， 
久対等義R，r豊鏡と再生J(せりか書房， 1974)， p. 228. 

15 Dictionαry 01 Symbolsαnd lmagery， p.497.古代イタリアとギリシアにおいて

は， rいけにえの王J，r聖なる議式の王jと呼ばれる僧がいた。僧としてめ仕事と王の

タイトルの結合誌普通で・あった。 CfoJames George Frazer， The Golden 

Bough (London: Macmil1an & Co. Ltd.， 1967， First Published 1922)， 
p. 12. 

16 r豊鏡と再生J，p. 228. 

17 Dictionαry 01 Symbols and Imagery， p. 497. 
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falling in to the hollows of his neck， and his thin， colour-

less arins utter1y intert. As he lay there the hens c1ucked 

and scratched， and the escaped cock， caught and tied by the 

leg again， cowered in a corner. (p. 20) 
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男にとって太援の光は，設の心と体をいやしてくれる存在である。庭に生えて

いる新しく芽を吹くいちじくの木は，男が体験した死としづ暗黒の世界Iζ対比

された生舎の世界といえる。いちじくは f豊麗Jの象徴であるが，同時に f死j

のシンボルでもあり， r若返りjや f春JIBを意味している o いちじくは，エ

ジプト樟話の大女神ハト-JV， "Hathor-Nut" と関連をもっ「生命の木J19 

でもある o

大女神と生命の木の結合は エジプト i乙おいても存在していた。

ある浮彫は，ハトール神が天上の木にいて〈おそらくは不死の木

であろう)，死者の魂に欽物，食物を与えていると乙ろーーすな

わち死者の魂に生命の連続と 生存とを保証している一ーを表わ

しているo28 

緑の炎のような芽を吹くいちじくと黒とオレンジ色の羽をした雄鶏は， r欲望

と主張で輝いている春の生物Jであり，生を主張しているように男には思われ

るG 彼をとりまく自然、はすべて生命にあふれキラキラと光っているo

The sun burned with greater splendour， andるurnished

the，'young∞ 伐 るrighter. But the peasant kept the string 

renewed， and the bird was a prisoner. Yet the flame of life 

るurnedup to a sharp point in the cock， so that it eyed 

askance and haughtily the man who had died. An<i the man 

smiled， and held the bird dear， and he said to it: Surely 

thou art risen to the Father， among birds.-And the young 

cock， answering， crowed. 

18 Ibid.， pp. 182-183. 
19 Ibid.， pp. 183. 
20 r豊鐘と再生J，pp. 202-203. 

(p. 28) 
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Lawrenceは亮を経験した男と，生命にみちている雄鶏を対比させながら，男

R: r肉体という大いなる生J，“thegreater life of the body" (p. 28)の乙とを

考えさせる。

三度太陽の昇るのを見た男は，丹桂謝とギンパイカの茂みを通りぬげてゆき，

マドレインと母なるマリアとジョーンという三人の女に出会うが，彼女たちを

見捨てて百姓の家に戻るo 月桂樹はデ、ルフォイにおける太陽神アポロの聖本で

あり， 21r詩J，r勝利J，r純血j のシンボルである。ギンパイカ誌アフロディ

テの神木であり，アドニスが猪狩りに出かけた時，女神がギンパイカの木立の

中に走っていったといわれるo r生命J，r死J，r平和j を象徴するD23春の太

陽は十字架にかけられた男の体の傷と，彼の心の中iζf口を開いている幻滅の

傷Jをいやしてくれる。

192鮮に出版され7こ短編小説 f太麗J，“Sun"でも， Lawrence は「披壊者J，

“destroyer"ではなく「治療者J，“healer"としての太陽神を描いているc 主

人公 Julietは医者の勧めで，ギリシアiζE光浴をするために出かけるo JL 

身ともlに乙衰弱している彼女は，太麗の光が雪までで、語惨言みとおり，心の中の冷た

く暗い考えがとけて，無くなってゆくように思う o

She was thinking inside herself， of the sun in his 

splendour， and her mating with him. Her life was now a 

whole ritual. She lay always awake， before dawn， watching 

for the grey to colour to pale gold， to know if clouds lay 

on the sea' s edge. Her joy was when he rose molten in his 

nakedness， and threw offるlue-whitefire， into the tender 

heaven. 24 

21 r豊鏡と再生J.p. 197. 
22 Dictionaη 01 Symbols and 1mα:gery. p. 292. 
25 lbid.， p. 334. 

(i talics mine) 

24 D. H. Lawrence，“Sun，" The Womαn Who Rode Awαy CHarmondsworth: 
Penguin Books， 1977)， p. 31. 
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乙の場面で太揚は擬人化されて， r男性らしさj と「豊鏡J，つまり，フアル

スを意味する。上記の引用からも明らかなように，ヒロインの日光裕は，男性

との性交を暗示しているのである。 JulietはE光浴をする乙とで鍵療をとり

戻し，彼女の肉体は日焼けして，ば§色に輝くようになるc

F逃げた雄鶏iでも“healing-power"をもっ太陽の光の中で，死んだ男は

次第に自復してくる。足をひもで縛られているおんどりも日光にあたって，羽

の色がますます鮮かになってくる。男は百姓lζマドレインからもらった金を与

えて，かわりに雄鶏を解放してやる。足をつながれて告白を失っていた誇り高

い雄鶏と，精神という鮮でがんじがらめになっていた男とは，同じイメージで

描かれている。第 I部で姿を消す誰鶏は f陪い太揚J，r小宇宙の太陽」の象徴

といえよう o

In his story， when the pallid， wormlike Man leaves the 

peasant and takes under his arm the cock， "whose tail flut-

tered 'gaily behind，" the Man is assuming his place in the 

life cycle both of nature and Phoenix. The blackテorange

bird is also the microcosmic sun at dawn， the little dark 

sun which must live at the center of one' s self. One morn-

ing， finding his coc主 battlingthe rooster of a henhouse， 

the Man offers to leave him to the hens if he prove victori-

ous， as he is certain to. By resioring the cock' s fr回 dom

(as Lou had restored St. Mawr to his natural element)， 

the Man achieves a new sympathetic rapport with the natural 

order. Finding comes paradoxically through letting go-

the opposite of compulsion.25 

おんどりを逃がした乙とで，男も自黙との関係を回復し，生命への道を歩んで

ゆく o

25 Daniel Dervin， A “Strange Sapience" The Creative 1mα.gination 01 
D. H. Lawrence (Amherst: The University of Massachusetts Press. 
1984)， pp. 178-179. 
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11 

1928年になって書かれた『逃げた雄鶏』の第E部では，背景はイスラエjレか

らエジプト iζ近いレバノンの海岸託移る乙とになる。冬のきびしい太欝が類、る

地中海地方iζ，訟と翠の木が生えている森があり，イシス"Isis" の亙女

が仕える神穀が立っている。樫も松も古代から聖木として崇められている。樫

の木はキリストのはりつけの象接"emblem"でもあり， r森の王J，“五mg

of the W ood"や「大女神J，"the Grea t Goddess" に関係のある木であ

る025樫は「力J，r火J，r信念J，r勇気J.r不死性J.r豊鏡J27をシンボライ

ズしている。一方，松の木は，フリジアの神々の母であるシピノレ， uCyちele"

が愛していたアティス，“Attis"が死んで，松によみがったといわれており，

さらに，アドニスやオシリスやディオニソス，“Dionysus"に関連があると

されているom松も「長寿J.r火J.r太陽J.r豊鏡J29の象徴である o Mircea 

Eliadeは乙うした植物の聖性について，次のように述べている。

樹木が宗教的対象となるのは，樹木の力によって，樹木が表明す

るもの〈それを超越するもの〉によってであるc しかし乙の力の

ほうは，存在論によって有効とされる。つまり，木に聖なる力が

あるとすれば，それは木が垂直であるから，木が生えるから，葉

を失い，また再びとりもどすから， したがって，木は何度も無限

に再生する cr死んで、Jr生きかえるJ)から，乳色の樹液をもっ

ているから，などによってである。乙のような伍値づけはすべて，

生物学的な f形」を様態として樹木をただ神秘的に挑める乙とか

26. L瓦ctionary01 Symbolsαnd Imagery， p. 347. 

The Golden Bough によれば，女神ダイアナ (Diana)ι浬なる森，ネミ (Nemi)
の森には，乙の聖所を守る僧である「森の王jがいた。 f森の王jは僧であると同時に

殺害者でもあった。つまり， r森む王jは乙の地位をねらう男によづて，遅かれ早かれ

殺害される乙とになる。「森の王Jは，常識的意味においての王ではなく，白熱の特別

な一面におげる王であると考えられる。 Cf.The Golden Bough， pp. l-ll. pp. 

140-141. 

27 lbid.， pp. 347-348. 

28 lbid. ， p. 367. 
29 lbid.. p. 367. 

」を
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ら由来する。しかし聖木がその真の有効性を獲得するのは，それ

が原型に従っているからに;まかならず， しかもその原型は必ずし

も植物界の形をとるとは限らない。木が聖となるのは，末の力に

よってであり，換言すれば，それが超人的な現実を表明している

からであるc30 
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イシスの亙女が祈る神殿の聖なる森に育っている樫も松も聖木であり，乙の

小説のテーマである死と再生花結び、ついているのであるc イシスの女は黄色い

長衣を身にまとい，まるでブk仙の花のように克える。彼女は 7年前iζイシスの

神殿を建て，それ以来ずっと仕えている。キリストのよみがえりから物語が始

まった第 I部に対して 第 E部はエジプトのオシリスとイシスの神話がとりあ

げられる。

オシリスとイシスは太陽神ラー “Ra" とヌウト. "Nut" から生まれた兄

と妹であるが，二人は結婚して対事となる。オシリスとイシスはある時地上にゆ

き，住民に贈物を与える乙とになった。イシスは小麦と大麦が野性で育ってい

るのを見つけ，オシリスは農具を作って 地を耕す方法を教えた。さらに，オ

シリスは木から果実をとったり，ぶどう語を作る乙とや神々を崇拝する乙とも

教えたので，尊敬を受けるようになるc オシワスの弟セト， "Set". tま兄の成

功を嫉妬して，兄が他の土地に祝福を与えに行ったすきに王位を奪おうとする。

乙れはイシスによって妨害されたが，セトはついに兄を殺害する乙とを決心す

る。彼は72人からなる一味を組織し，王の帰国を祝う宴会を聞いた。セト iまあ

ちかじめ，オシワスの体にぴったり合うように作っておいた棺を運び込ませ，

との中に入る乙とができた者に 乙の高価な棺を与えようと言った。誰もうま

くゆかず，最後にオシりスが入ると，一味はふたを閉めて，それをナイルJlHζ

投げ乙んでしまう。イシスは髪を切り落とし，喪服を着て，夫オシリスの遺骸

を探した。オシリスの入った詰は JlIを流れてシリアの海岸ピュブロス，

"Byblus"にたどり着き，葦の茂みに入り乙む。そ ζから一本の大木が生え

て，轄を閉じ乙めてしまった。木は切り倒されて，フェニキア王の宮殿の柱に

30 r豊鏡と再当三J.pp. 18Cレ181.
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立てられる。イシスは乙の事を毘き，変装して宮殿におもむき，柱から轄をと

り出し，乙れを森の実にかくした。しかしセトは乙れを晃つけ，死体を14切れ

に切り刻んで，撤きちらした。イシスは長い間かかって， 13切れまで探し出し

たが，魚iζ食べられてしまったオシリスの性器を見つける乙とはで、きなかった。

彼女はいちじくの木でその部分を作り，遺骸を埋葬したというのが，オシリス

スとイシスの神話のあらましである c31 

第 E部で霊場する女主人公イシスの亙女は，まだ晃ぬオシリスの断片を探し

求めている女神に祈りを奉げている女である o

It was Isis， but not Isis， Mother of Horus. 

It was Isis Bereaved， Isis in Search. The goddess 

in painted marble lifted her face， and strode， one thigh 

forward， through the frail fluting of her robe， in the 

anguish of bereavement and of search. She was looking 

for the fragments of the dead Osiris， dead and scattered 

asunder， dead， torn apart， and thrown in fragments over 

the wide world. And she must find his hands and his 

feet， his heart， his thighs， his head， his belly， she 

must gather him together and fold her arms round the r令

assembled body till i t became warm again， and roused to 

life， and could embrace her and fecundate her womb. 

And the strange rapture and anguishof search went on 

through the years， as she lifted her throat， and her 

hollowed eyes looked inward， in the tormented ecstasy of 

seeking， and the delicate navel of her bud-like belly 

showed through the frail， girdled robe with the eternal 

asking， asking， of her search. And through the years 

she foundhi毘 bitby bit， heart and head and limbs and 

body. And yet she had not found the last reality， the 

final clue to him， the genitals that alone could bring 

him 'really back to her， and touch her womb. For she 

31 Cf. The Golden Bough， pp. 477-481; トマス・プソレフインチ fギリシア・ロー

マ神話J大久探博訳， (角JI戊庫， 1982)， pp. 509-511. 

4思
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was Isis of the subt1e lotus， the womb which waits 

submerged and in bud， waits for the touch of. that other， 

inward sun that streams its rays from the loins of male 

Osiris. (p. 38 ) 
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イシスの女祭司は27議で，以前はローマやエジプトで暮らしていた。彼女の

父はアントニイ， "Anthony"の将軍であり，アントニイに味方をして戦った

後殺害されてしまう。未亡人となった母親は，娘が19歳の時レバノンに移住した

のである。女は処女であり，ハスの花が夜の「不可視の太陽J，"invisible sun" 

にだけ花を向けるように，類まれな男にだけ花を開く乙とになるG 女がJL、待ち

しているのは，死んでまたよみがえった「暗い太陽」のような男なのだ。イシ

スの女はシーザー，“Caesar"のような権力をもっ冬のきびしい太陽にも，

アントニイのような金色の束の間の太陽にも，そのつぼみを開く ζ とはない。

Lawrenceは太揚とハスの花のイメージを用いて，イシスの女祭弓を描写し

てゆく o処女であるイシスの女の象徴は，エトノレリアの“sexualsymbol"のハ

スである。32エジプトでハスは唾蓮にあたり，太揚神であるホルス，“Horus"

は太古の海に生えている睡蓮から生まれたといわれるoおハスの花は f高震」

のシンボノレであり，さらに f中心J，r光J，r太陽J，r不死性J，r再生J.r太揚

の再生J，そして f豊鏡J34などを表わしている c また，ハスはオシリスやア

ポロといった太揚神に関係のある植物である。

死んだ男はイシスの亙女に出会い，一夜の宿を乙う。彼女は疲れて眠ってい

る男の手足に，釘を打たれた傷痕を見つけて，心をうたれる。

There was a beauty of much suffering. and the strange 

calm candour of finer五fein the whole. delicate ugliness 

of the face. For the first time， she was touched on the 

主2 Keith Sag訂 ，The Art 01 D. H Lawrence (Cambridge: Cambridge 
University Press， 1966)， p. 219. 

33 Dictionαry 01 Symbols and 1mαgeη" p. 305. 
34 lbid， pp. 305-306. 
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quick at the sight of a man，. as if the tip of a fine flame 

of living had touched her. It was the first time. Men 

had roused all kinds of feelings in her， but never had 

touched her on廿zeyearning qEIic主ofthe womb， with the flame-

tip of life. (p. 43) 

イシスの女祭司は生まれて初めて，男に対し生命の絡に触れたかのように感じ

るo

太陽は再び丘の上に昇り，あたりの松や樫におおわれた半島を照らす。一月

の美しく冷たい大気の中で，オリーヴの木と若い麦が青々と生えている。男の

求めるのは， r人隠の意識という大いなる日々Jであるc

The 8un fell on the corner of the temple， he sat down 

on the step， in the sunshine， in the infinte patience of 

waiting. He had come back to life， but Ilot the same life 

that he had left， the life of little peo予leand the little 

day. R令るorn，he was in the other life， the greater day of 

the human consciousness. And he was alone and apart from 

the little day， and out of contact with the daily people. 

Not yet had he accepted the irrevocable noli me tangere which 

separates the re-born from the .vulgar. The separation was 

absolute， and yet here at the temple he felt peace， the hard， 

bright pagan peace with hostility of slaves beneath. (p. 44) 

「大いなる E々j とは「とるに足らぬ神経費な個人の生を越えた肉体という大

いなる生j を意味している。 fちっぽけな日々j というのは，伝統的キリスト

教の自己犠牲的生き方，小市長約な自己否定の生といってよい。「大いなる自

々j はまた不滅性 35肉体を通してのよみがえりである。

35 . Donald Gutierr侶 ，Lapsing otιEmbodiments 01 Deαthαnd Re桜花hin 
the Last Writings 01 D. H Lαwrence (London: Associated University 
Presses， 1000)， pp. 39-40. 
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イシスの亙女は， 乙の男 ζ そ失なわれたオリシスではなし吻亙と考える。男も

花のように美しい女の顔を見て，心の中に太陽が昇るように感じる。 a没iζ女

iま男を探しにゆき，設が太陽に向かつて歩いてゆくのを見る。男と女は西に傾

いた太陽の暖かな光の中で，無言で盛っている。太陽はカーブを掻きながら海

に向って落ちてゆき，奴隷たちの裸の体を照らしてきらめく。

III 

第 I蔀では春の載の太陽の描写が繰り返し行なわれたが，第童部でも同様に

冬の空にきらめく太騒が，物語の背景として度々搭かれる乙とになる。 Lawrence

は意識的に太欝のイメージを使っていると思われる。

太陽は「男性の造物主j を表わしており，ヱジプト神話でのラー神やホノレス

の右目，ギリシア神話でのゼ、ウス，“Zeus"の恵子のアポロ，北歌神話での

オデイン，“Odin"の目，キリスト教の神の息子であるキリストを意味して

いるグ太陽は f光jや子治療者」であるだけでなく， r地下の世界jや「死J37

も表わしている。さらに，太陽は「さすらい人J，r正義J，r純血J，r豊鏡J38

のシンボノレである。乙の小説の中で，太陽は他のすべてのイメージの中心的存

在として措かれているo

アンピヴアレンス

MirceaEliadeは太陽のもつ両面価値について，次のように書いている。

乙のアンピヴァレンスというのは，次のように定式化する乙と

ができょう。すなわち，太穆は不死であるが，毎晩，死者の国へ

おりても王く。したがって太陽は人間を同伴し， 日没時1<:，入聞を

死なせる乙とができる。他方，太揚はそれと同時に霊魂を冥界の

中に案内し，翌日，日光とともに霊魂を光明記導く乙ともできるo
プVコ卓ンプ ヒエロ77ン&

「死をもたらすJ霊魂導師と，加入議式をお乙なう秘義祭司とい

うアンピヴァレントな役害せである039

36 Dictionαry 01 Symbols and 1mαgery， p. 447. 
37 lbid.， p. 447. 

38 Ibid.， p. 448. 
39 Traite d' Histoire des Religions.久米博訳， r太露と天空神J(せりか書房，

1974)， pp. 220-221. 
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イシスの女祭司の求める男は，光り輝く昼の太陽ではなく，夜の「不可規の

暗い太揚jのような男であり，持のようなバイタリティや“phallic-power"をも

っ者である。 40 Eliade は，さらi乙太揚のもつ二元性について述べるo

しかしすでに『リグ・ヴェーダ』において，とくにブラーフマ

ナ書の思弁において，太陽は同時にその培い様梧においても見ら

れている。『リグ・ヴェー夕、、』は太陽の様桔の一方を f光り輝く J

と呼び，他方を「黒しリ(つまり， t:H乙克えなP) と呼んでいる。

サヴィトリ 41 もまた昼だけでなく夜もひきつれ，かれ自身が夜の

神なのである。・・・夜と昼(naktoshasa =両数の女性名詞〉とは

姉妹である口同様に，神々と悪魔「阿諺羅J(asura) とは兄弟で

あるo rプラジャーパティの子どもたちは二種類ある G 神々と阿

諺羅であるJ・・・太陽もまたとの神々の二元性の中に入り，司じ

ように，いくつかの神話の中で，蛇の様相〈換言すれば， r暗
いJ，区別できない)をあらわしている。乙れは太陽の膏天白日

的議相の正反対である o42 

乙うした太陽のアンビヴァレンスに注目する Lawrenceが主張するのは，

昼の光り輝く太陽ではなく，夜の f不可視の暗い太陽jである。それは一度死

んだ男を死者の国へとつれてゆき， r日光とともに克明に導く J太鼓なのだ。

1923年記出版された Lawrenceの中編小説 fてんとう虫J，The Lαdybird 

では，主人公 Dionys伯爵が「暗い太陽j について，次のように語ってい

る。

‘This is what 1 was taught. The true fire is inuisible. 

Flame， and土hered fire we see burning， has i t8 . back to U8. 

1t is running away from us. Does that mean anything to 

40 Mark Spilka， p. 228. 
41 r太陽と天空樟J，p. 232. 

サヴ、ィトリ (Savitri)はヴ、ェーダのもう一つの太陽神で，しばしばスーリア (Surya)
と同一視される。サヴ、イトリは霊魂導師で，霊魂を義人の地に導く。霊魂導障として，

また秘犠祭司〈二袴E性を与える者)としてサヴ、ィトリの乙の使命は，未開社会における

太韻神ι場?生であった威光のまがう乙となき乙だまと思われる。

4~ Ibid， pp. 232-233. 

4与



you?' 
'Yes.' 

f逃げた誰鶏』試論(豊国)

‘Well then， the yellowness of sunshine - light itself-

that is only theglancing aside of the real original fire. 

You know that is true. There would beno light if there 

was no refraction， no bits of dust and stuff to turn the 

dark fire into visibility. You know that' 8 a fact. And 

that being so， even the sun is dark. It is only hisjacket 

of dust that makes him visible. Y ou know that too. And 

the true sunbeams coming towards us flow darkly，αmouing 

darkness of the genuine fire. The sun is dar九 thesunshine 

flowing to us is dark And light is only the in8ide-turning 

away of the sun' s directness that was coming to us. Does 

that interest you at all?' 

‘Yes，' she said dubiously. 

‘Well， we've got the world inside out. The true living 

world 0 f fire is dα成 throbbing，dαrker than blood. Our 

luminous world that we go by is only the reverse of this.' 43 

ci talics mine) 

-・.
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Dionysのせりふに明らかなように， r暗い太揚j は，光l乙対比された暗黒，

見えるものと見えざるもの，外面と内面，仮象に対する真実，さらには，ディ

オニソス的，根源的世界といえる。つまり，“thedat主 sun"は宇富の力や根

源的な生命力のシンボノレで通うろう G

夜lζイシスの神穀にゆき，女祭司を待っている男は新しい感情の波に襲われ

る。死んだ男にとづて，イシスの女は震かな太援の光のようなものなのだc

He was absorbed and enmeshed in new sensations. The 

woman of Isis was lovely to him， not 80 much in form， as 

in the wonderful womanly glow of her. Suns beyond suns had 

dipped her in mysterious fire， the mysterious fire of a 

potent woman， andもotouch her was like touching the SUlι 

43 D. H. La wrence，“The Ladybird，" Three Novellαs (penguin Books， 

1977)， p. 35. 
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Best of all was her tender desire for him， like sunshinι 

so soft and still She is like sunshine upon me， he said 

to himself， stretching his limbs. 1 have never before 

stretched my limbs in such sunshine， as her desire for me. 

The greatest of all gods granted me this. . 
Citalics mine) (p. 52) 

上の引用では， r太陽J，r日光Jという言葉が擦り返し用いられ，太援のイメー

ジがますます強調される乙と記なる。それは死を味わった男の苦痛を柔らげ，

いやしてくれるものであるo

さらに，死んだ男とイシスの女が詰ばれるイシスの神殿は f字富の桜姿jで

あり，聖なる場所であるo

To sUIIlmarize the essential data of the problem: If the 

temple constitutes an imago mund~ this is because the 

world， as the work of the gods， is sacred. But the cosmol仔

gical structure of the temple gives room for a new religious 

valorization; as house of the gods， hence holy place aるove

all others， the temple continually resanctifies the world， 

because it at once represents and contains it. In the last 

analysis， it is byuirtue of the temple thαt the worldお

resanctified in every part. However impure it may have 

become， the world is continually purified by the sanctity 

of sanctuaries.44 

世界の中心で、あり，すべての不浄が浄められる聖なる神殿で，イシスの亙女

は男iζ香櫨を塗り 全身をマッサージする。乙の聖別の儀式で，イシスの女は

男にとり象徴的意味をもっ乙とになる。いわば女は乙のシーンで太陽と化する

のである。男にとり女は f太援を越えた太陽」であり，女に触れる乙とは太陽の

光に触れるのと同じなのだ。死と再生の神オシリスとイシスの神話を背景とし

44 Mircea Eliade， The Sacredαnd the Profiαnι 宝'heNαture 01 Religion， 
trans. Willard R. Trasl王 (New York: Harcourt， Brace & World 
Inc.， 1959)， pp. 58-59. 

場込
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て，男は女性としての伝統的治療の力により，男性として肉体を回復する。イ

シスの亙女は生命を与える太露 大母持イシスとして現われるのであるo

Having chafed all his lower body with. oil，註1S るelly，

his buttocks， even the slain. penis and the sad stones， 

having worked with her slow intensity of a priestess， so that 

the sound of his wounds grew dimmer and dimmer， suddenly 

she put her breast against the wound in his left side， and 

her arms round him， folding over the wound in his right sid伐

and she pressed him. to her， in a power of living warmth， 

like in the folds of a river. And the wailingdied out 

altogether， and there was stillness and darkness in his soul， 

unbroken dal古 stillness，wholeness. 

Then slowly， slowly， in the perfect darkness of his 

inner man， he felt the stir of something coming: a daωn， a 

new sun. A new sun was coming up in him， in the perfect 

inner darkness of himself. He waited for it breathless， 

q ui vering with fearful hope. 

“ Now 1 am not myself-I am something new-" 

Citalics mine) (pp. 56-57) 

上記の引用文で繰り返される「暗黒J.r太陽J.r夜明け」は，太援のもうア

ンビヴァレンス一一光と暗黒，死と再生一ーを象鎖してし略。男は乙のシーン

で再び死ぬ乙とにより，復活するのである。乙の場面での太陽は，男性として

のバイタリティ，フアルスを表わしていると考えてよL、。

The deep-folded， penetrable rock of the living woman! the 

woman， hiding her face. Himself bending over， powerful and 

new like必wn.. He crouched to her， and he felt the blaze 

of his manhood and his power nse up in his loins， magnifi-. 

cent. 

“1 am nsen!" 

Magnificent， blazing indomitable in the de予thsof his 

loins， his own sun dawned， and sent its fire running along 

註isli自己s，so 出athis face shone unconsciously. 

Citalic mine) (p. 57)・
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死んだ男は新しい太陽，新しき夜明けとして，キリストであると同時'L，再

生の神オシザスとしてよみがえるのである。二人の結び、っきは“80he knew her， 

and was at one with her." (p. 58)と聖書のスタイノレ方簡潔に述べられるc

イシスと化した女はオシリスの生命にみたされる。乙の聖なる神殿で行なわ

れるオシリスとイシスの交わりは，天と地の聖婚といえよう。45

今やオシリスであるキリストは，女との結び、つきを通して，初めて肉として

よみがえるととになるo Lawrenceが f復活した主J，“TheRisen Lord"で主

張するように，設が信じているのは十字架にかけられたキリストではなぐ，肉

としてよみがえるキワストであるc

The Churches loudly assert: We preach Christ cruci-

fied! -But in so doing， they preach only half of the Pa~ 

sion， and do only half their duty. The Creed says: “Was 

crucified， dead，and buried. ~. the third day He rose again 

from the dead." And again， "1 believe in the resurrection 

of the body..." 80 that to preach Christ Crucified is to 

preach half the truth. lt is the business of the Church 

to preac主 Christborn among men -wT.ich is Christmas; 

Christ crucified， which is Good Friday; and Christ 

Risen， which is Easter. . And after Easter， till November 

and All 8aints， and till Annunciation， the year belongs 

to the Risen Lord: that is， all the full-flowering spring， 

all summer， and the autumn of wheat and fruit， all belong 

to Christ Risen.46 

肉体として死からよみがった時，死んだ男は f大いなる生j を生きる乙とにな

るo

45 Samuel A. Eisenstein， Boarding the Ship 01 Deαth， D. H Lαwrence' s 
Quester Heroes (The Hague: Mouton， 1974)， p. 133. 

46 D. Ho Lawrence，“The Risen Lord，" Phoenix II， Uncollected， Unpub-

lished， αndαher Prose Works by D.瓦 Lawrence，ed. Warren Roberts 
and Harry T.Moore (Penguin Books， 1978)， po 5710 
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AndJesus was risen ilesh-and-blood. He rose a man 

on earth to live on earth. The greatest test was still be-

fore Him: His life as a man on earth. Hitherto He had 

been a sacred child， a teacher， a messiah， bu t never a full 

man. Now， risen from the dead， He rises to bea man on 

earth， • and live His life of the flesh， the great life， 

among other men. This is the image of our inward state 
today.47 
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冬は去り，すももの花が散り，水仙の花の時はすぎ，アネモネが咲き，裂の

在の香りがあたり一面に満ちている。再び春がめぐってきたある日の乙と，轄

の太援がよみがえった男とイシスの女を援かく照らし，梨の花が音もなく散っ

ている中で，男iま女が身どもった ζ とを知る。追手は追り，男は別れの時がき

た乙とを悟るo

80 he knew the time was come again， for him to depart. 

He would go alone， with his destiny. Yet not alone， for 

the touch would be upon him， even as he left his touch on 

her. And invisible suns would go with him. 

Yet he must go. For here on the bay the little life 

of jealousy and property was resuming sway again， as the suns 

of passionate fecundity relaxed their sway. (p. 60) 

復活した男は女と号Ijれ，小舟をゆっくりと遭いでゆく。彼は生命と復活の謹

をまいた。そして，選ばれた女の上北永遠の接触をなし，彼女の香りをバラの

エッセンスのように，肉の中にもちつづけている。彼は心の中で思う一一「小

舟のゆくままにまかせよう o 明日は新たなる日なのだJ(p. 61)。

「復活した主Jというキリスト教の神話と，オシリスとイシスの神話が一つ

に結ばれ， r逃げた雄鶏j という小説は完結する o 春という季節に始まり，春lζ

経る乙の「再生の神話j を支配している時は，われわれが生きている現代社会

47 Ibid.， p. 574. 
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を支配する宣線的，合理的時間ではなく，円環的，神話的時間，永遠に囲婦す

る時間といえる。乙の作品は f死と再生の神話jであり，キリスト教と異教一一

アガペとエロスーーの和解でもあるo48 

死んだ男であるキリストが異教の神オシリスとして イシスの亙女との交わ

りを通して， rよみがえったJ(“rIsen" )のは 太援の昇るイメージと一致し

ている。男が度々見る乙とになる夜明けは，ーたん夜の中に沈んだ f暗い太陽J

が，再び生気をえて復活する(“rIse")時である。 r逃げた雄鶏j の背景には，

パート 1，歪を通して，春と冬の太陽が絶えず輝いているととになる。太援は，

「豊鏡jや子治療者J，r生命力Jの象徴であると同時に， r地下の世界j や

「死jのシンボノレでもある o 光と暗黒，死と再生といったアンピヴァレンスを

もっ太援は，時には擬人化される。一方，死んだ男とイシスの亙女という主人

公が生の世界へとよみがえるクライマックスの場面で誌 彼らが太陽に援える

ととになるo

第 I部で、描かれた雄鶏 1部と豆部を通じて描写される自然界の木，草，そ

して花々一一オリーヴの木，アネモネ，麦，いちじくの木，月桂樹，ギンバイ

カ，松，樫，ハスの花一ーさらに，イシスの神殿，乙れらすべては「豊鏡jや

「死と再生jを象識し，太揚のイメージ記重なってゆく o いわば，すべてのイ

メージは太陽のイメージへと凝集して f死と再生の神話JJC.芸街性とポエ

ジー，そして一貫性を与えている o r逃げた誰鶏jは f太援と共に始まるj

48 Cf. J ames C. Cowan， D. H Lαωrence s Americαn Journey， A Study 
in Literα如何 αnd Myth (Cleveland: The Press of Case Western 

Reserve UnivBrsity， 1970)， p. 144; Mark Spilka， 1克eLove Ethic 01 

D. H Lawrence， p. 222; Larry V. LeDoux，“Christ and Isip: The 

Function of the Dying and Reviving God in The Man Who Died，" 
133; Keith Sagar， 1ちeArt 01 D. H Lawrence， p. 226. 
Cowanは f死んだ男jカ鞠と精神，異教とキザスト教の和解であるとする。 Spilka

はLawrenceがキザスト教の復活という中，乙的教義を変えて，新展を吹き ζむために，
f復活したキリストj とfイシスーオシリス伝説j という神話を結び合せたという。

LeDouxも同様瓦キリスト教に生気を与える乙とのできる新しい神話を作るため
に，イシスーオシリス神話を用いたとする。 Sagarは異教とキリスト教の神話的要素

を結合した作品であると述べている。
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という Lawrenaの信念の見事なフィクション化といえるのではなかろうか。

For man， the vast marvel is toるealive. For man， as for 

flower and beast and bird， the supreme triumph is to be most 

vividly， most perfectly alive. Whatever the unbornぉldthe 

dead担 ayknow， they cannot know the beauty， the marvel of 

being alive in the flesh. The dead may look after the 

afterwards. But the magnificent he詑 andnowof life in 

the flesh is ours， • and ou路 alone，and ours only for a time. 

We ought to dana with rapture that we should be alive and 

in the flesh， and part of the living， incarnate cosmos. 1 

am part of the sun as my eye is part of me. That 1 am 

part of the earth my feet know perfectly， and my blood is 

part of the sea. My soul knows that 1 am part of the human 

raa， my soul is an organic part of the great human sou~ as 

my s予iritis part of my nation. In my own very self， 1 am 

part of my family. There is nothing of me that is alone 

and absolute except my mind， and we shall find that the mind 

hぉ noexistence by itself， it is only the glitter of the sun 

on the waters. . . . 

What we want is to destory our false， inorganic conneo-

tions， especially those related to money， and reトestaるlish

the living organic connections， with the cosmos， the sun and 

earth， with mankind and nation and family. Start with the 

sun， and the rest will slowly， slowly happen. 49・

49 D. H. Lawrence， Apocalypseαnd the Writings on Revelation， ed. Mara 
Kalnins CCambridge: Cambridge University Press， 1980， First Published 
1931)， p. 149. 


